
１
、
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
事
業
計
画
に
つ
い
て
進

捗
状
況
を
問
う

①
第
2
期
支
援
事
業
計
画
が
策

定
さ
れ
3
年
近
く
に
な
る
が
市

長
の
思
い
は
ど
う
か

②
市
長
の
「
県
下
一
子
育
て
し

や
す
い
ま
ち
」
と
は
ど
の
様
な

基
準
な
の
か

③
基
本
目
標
で
「
子
ど
も
を
生

み
育
て
る
こ
と
が
楽
し
く
感
じ

ら
れ
る
ま
ち
」
と
は

④
地
域
で
子
育
て
を
支
え
る
事

業
と
し
て
お
む
つ
・
ミ
ル
ク
の

無
料
配
布
は
可
能
か

⑤
こ
ど
も
園
や
保
育
所
で
の
お

む
つ
の
持
ち
帰
り
に
つ
い
て
の

考
え
は

⑥
子
ど
も
の
医
療
費
助
成
を
高

校
ま
で
延
長
で
き
な
い
か

⑦
学
校
給
食
費
の
無
償
化
に
つ

い
て
、
子
ど
も
・
子
育
て
事
業

に
必
要
と
考
え
る
が

２
、
本
年
度
の
除
雪
計
画

に
つ
い
て
問
う

①
市
道
の
除
雪
お
よ
び
消
雪
路

線
の
延
長
に
つ
い
て
の
過
去
5

年
間
の
経
過
を
問
う

②
今
回
の
市
道
全
体
に
占
め
る

除
雪
お
よ
び
消
雪
路
線
の
割
合

に
い
て

③
本
年
度
の
自
治
会
要
望
で
市

道
に
つ
い
て
除
雪
の
要
望
の
あ
っ

た
件
数
、
延
長
は

④
市
道
の
道
路
管
理
者
と
し
て

の
米
原
市
は
市
道
除
雪
に
責
任

を
持
つ
べ
き
と
考
え
る
が

３
、
高
齢
者
の
免
許
返
納

制
度
に
つ
い
て
の
支
援
策

を
問
う

①
高
齢
者
の
自
動
車
運
転
中
の

事
故
が
報
道
さ
れ
て
い
る
。
市

と
し
て
の
思
い
を
聞
く

②
米
原
市
の
免
許
の
返
納
状
況

は
ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
。

③
こ
の
地
域
で
免
許
を
返
納
す

る
こ
と
の
困
難
さ
に
つ
い
て
ど

う
考
え
ま
す
か

④
「
ま
い
ち
ゃ
ん
号
」
や
「
ま

い
ち
ゃ
ん
バ
ス
」
を
使
っ
た
免

許
返
納
支
援
は
可
能
か

１
、
生
活
保
護
行
政
お
よ

び
生
活
困
窮
者
対
策
の
課

題
と
内
容

①
検
証
委
員
会
の
検
証
結
果
を

受
け
て
、
生
活
保
護
行
政
は
ど

う
す
す
ん
で
い
る
か

②
福
祉
事
務
所
長
と
し
て
、
生

活
保
護
業
務
へ
の
か
か
わ
り
方

は
ど
う
改
善
さ
れ
た
の
か

③
生
活
保
護
ケ
ー
ス
ワ
ー
ク
は

チ
ー
ム
と
し
て
順
調
に
進
ん
で

い
る
か

④
米
原
市
の
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー

育
成
は
大
丈
夫
か

⑤
特
殊
勤
務
手
当
の
創
設
に
つ

い
て
、
検
討
は
進
ん
で
い
る
か

⑥
コ
ロ
ナ
特
例
貸
付
（
社
協
）

終
了
後
の
生
活
困
窮
対
策
と
し

て
の
生
活
保
護
の
利
用

⑦
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
金
の

支
給
件
数
を
問
う

２
、
外
国
人
の
生
活
支
援

と
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト

の
確
保

①
コ
ロ
ナ
禍
で
困
窮
す
る
外
国

人
の
生
活
状
況
に
つ
い
て
、
市

長
の
認
識
を
問
う

②
米
原
市
在
住
の
外
国
人
の
人

数
お
よ
び
生
活
把
握
に
つ
い
て

③
貧
困
化
す
る
外
国
人
の
生
活

と
社
会
保
障
制
度
（
国
民
健
康

保
険
）
に
つ
い
て

④
貧
困
化
す
る
外
国
人
の
生
活

と
社
会
保
障
制
度
（
生
活
保
護
）

に
つ
い
て

⑤
在
留
資
格
の
な
い
外
国
人
に

対
す
る
制
度
と
運
用
に
つ
い
て

３
、
学
校
女
子
ト
イ
レ
へ

の
生
理
用
品
配
備
を
す
べ

て
の
学
校
に

①
現
在
の
女
子
ト
イ
レ
へ
の
生

理
用
品
配
備
試
行
の
学
校
数
と

状
況
に
つ
い
て

②
必
要
な
子
ど
も
へ
の
配
慮
と

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
立
場
で
の

生
理
用
品
配
備
の
進
展
を

11
月
16
日
開
催
の
議
会
委
員

会
協
議
会
で
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
シ
ッ
プ
宣
言

制
度
導
入
に
つ
い
て
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。

制
度
導
入
の
目
的
は
、
米
原

市
人
権
尊
重
宣
言
に
基
づ
き
、

市
民
一
人
ひ
と
り
が
人
権
を
尊

重
し
、
多
様
な
価
値
観
を
認
め

合
う
社
会
の
実
現
の
た
め
に
、

現
行
の
婚
姻
制
度
を
利
用
で
き

ず
生
き
づ
ら
さ
を
抱
え
て
い
る

性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
方
々
の

気
持
ち
を
受
け
止
め
、
性
の
多

様
化
を
尊
重
す
る
た
め
と
し
て

い
ま
す
。
委
員
会
協
議
会
で
は

反
対
の
意
見
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
今
後
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
を
実
施
し
、
男
女
共
同
参

画
審
議
会
を
経
て
来
年
4
月
か

ら
施
行
予
定
で
す
。

法
律
的
な
婚
姻
と
は
異
な
り
、

法
的
な
権
利
や
義
務
が
発
生
す

る
も
の
で
は
な
い
が
、
2
人
の

自
由
意
思
に
よ
り
お
互
い
を
パ
ー

ト
ナ
ー
と
と
し
て
、
ま
た
家
族

と
し
て
日
常
生
活
を
支
え
合
い
、

協
力
し
合
う
こ
と
を
約
束
し
た

関
係
で
あ
る
こ
と
を
宣
誓
さ
れ

た
こ
と
を
行
政
が
確
認
し
、
公

的
に
認
め
る
制
度
。
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12
月
定
例
会
の
一
般
質
問
の
順
番
と
内
容
が
決
ま
り
ま
し
た
。
今
回
の
一
般
質
問
は
全
部
で
10
人

で
共
産
党
市
議
団
の
藤
田
議
員
は
2
番
目
で
6
日
午
前
10
時
ご
ろ
、
山
脇
議
員
は
3
番
目
で
藤
田
議

員
の
後
と
な
り
ま
す
。
質
問
時
間
は
進
行
状
況
で
変
わ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
ぜ
ひ
議
会

（
本
庁
舎
5
階
）
で
の
傍
聴
又
は
伊
吹
山
テ
レ
ビ
で
視
聴
く
だ
さ
い
。

藤
田
議
員
の
一
般
質
問

山
脇
議
員
の
一
般
質
問

制
度
導
入
の
目
的
は

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
シ
ッ
プ
制
度

宣
誓
制
度
と
は


